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平成29年度北秋田市敬老式／第23回秋田県救急隊員セミナー第９回みちのくダム湖サミットin森吉山／市長ダイアリー

第
９
回
み
ち
の
く
ダ
ム
湖
サ
ミ
ッ
ト
in
森
吉
山

ダ
ム
湖
を
利
活
用
し
魅
力
あ
る
地
域
へ

平
成
29
年
度
北
秋
田
市
敬
老
式

お
互
い
の
健
康
を
喜
び
合
う

　
第
９
回
み
ち
の
く
ダ
ム
湖
サ
ミ
ッ
ト
in

森
吉
山
が
、
10
月
12
日
に
市
民
ふ
れ
あ
い

プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
、
東
北
６
県
の
ダ
ム
湖

関
係
者
や
市
民
約
３
０
０
人
が
参
加
し
、

ダ
ム
湖
を
活
用
し
た
地
域
づ
く
り
な
ど
に

つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
み
ち
の
く
ダ
ム
湖
サ
ミ
ッ
ト
は
、
東
北

６
県
の
国
直
轄
管
理
ダ
ム
の
活
力
あ
る
水

源
地
域
の
創
出
に
向
け
、
観
光
・
学
習
な

ど
交
流
の
場
と
し
て
、
積
極
的
に
利
活
用

を
促
進
す
る
た
め
の
意
見
交
換
や
情
報
交

換
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
東
北
ダ
ム
事

業
促
進
連
絡
協
議
会
管
理
研
究
部
会
（
部

会
長
・
津
谷
市
長
）
が
開
催
し
た
も
の
。

　
開
会
に
あ
た
り
、津
谷
部
会
長
が「
近
年

の
局
地
的
集
中
豪
雨
は
、
こ
れ
ま
で
経
験

の
な
い
雨
量
で
あ
り
、
ダ
ム
の
持
つ
洪
水

調
整
機
能
は
、
流
域
の
人
々
の
安
全
安
心

な
生
活
を
守
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の

で
、
改
め
て
ダ
ム
の
効
果
の
大
き
さ
を
実

感
し
て
い
る
。
水
源
地
域
の
活
用
方
法
に

つ
い
て
、
皆
さ
ん
と
情
報
共
有
を
し
な
が

ら
考
え
て
い
き
た
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

　
第
１
部
の
基
調
講
演
で
は
、
国
土
交
通

省
水
管
理
・
国
土
保
全
局
河
川
環
境
課
の

森
川
幹
夫
課
長
が
「
最
近
の
河
川
環
境
行

政
の
話
題
」を
テ
ー
マ
に
講
演
。第
２
部
は
、

森
吉
山
ダ
ム
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
実
行
委

員
会
の
加
藤
寿
委
員
長
が
「
日
本
の
ア
ウ

ト
ド
ア
の
聖
地
を
目
指
し
て
」
と
題
し
、

活
動
報
告
を
行
い
ま
し
た
。　

　
第
３
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
秋
田
大
学
北
秋
田
分
校
の
濱
田
純

分
校
長
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
津
谷
市

長
を
含
む
４
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
、
ダ
ム

を
利
用
し
た
地
元
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形

成
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
、
津
谷

市
長
は
「
四
季
美
湖
を
守
る
会
や
民
宿
の

会
な
ど
、
ダ
ム
湖
へ
の
愛
情
を
持
っ
た

方
々
が
た
く
さ
ん
い
る
。
皆
さ
ん
と
一
緒

に
ダ
ム
湖
の
利
活
用
に
つ
い
て
考
え
て
い

き
た
い
」
な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
度
の
敬
老
式
が
、
９
月
23
日

か
ら
各
地
区
10
会
場
で
順
次
開
催
さ
れ
、

長
寿
を
祝
う
と
と
も
に
、
お
互
い
の
健
康

を
喜
び
合
い
ま
し
た
。

　
今
年
の
敬
老
式
の
対
象
と
な
っ
た
75
歳

以
上
の
方
は
、
市
全
体
で
８
２
４
７
人
。

こ
の
う
ち
白
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
が
19
人
、

米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
が
３
１
９
人
で
す
。

　
９
月
30
日
に
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
で

行
わ
れ
た
鷹
巣
会
場
の
式
典
で
津
谷
市
長

は
「
皆
さ
ん
の
元
気
な
顔
を
見
る
こ
と
が

で
き
て
、
と
て
も
う
れ
し
い
。
市
で
は
、

皆
さ
ん
を
支
え
る
た
め
に
様
々
な
施
策
を

展
開
し
て
い
る
。
誰
も
が
元
気
に
暮
ら
し

て
い
け
る
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い
。
こ
れ

か
ら
も
健
康
で
明
る
く
生
き
生
き
と
過
ご

し
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

　
こ
の
あ
と
、
新
敬
老
者
や
白
寿
・
米
寿

を
迎
え
ら
れ
た
方
に
祝
品
が
贈
ら
れ
た
ほ

か
、
鷹
巣
小
学
校
６
年
の
西
村
愛
和
さ
ん

が「
世
界
一
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
」と
題
し
た

敬
老
作
文
を
発
表
し
、
最
後
に
は
、
新
敬

老
者
を
代
表
し
て
小
林
玲
子
さ
ん
か
ら
お

礼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
に
は
祝
宴
が
開
か
れ
、
参

加
者
は
お
互
い
の
近
況
を
語
り
合
っ
た
り
、

歌
や
踊
り
を
観
賞
し
な
が
ら
、
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
第
23
回
秋
田
県
救
急
隊
員
セ
ミ
ナ
ー

（
秋
田
県
消
防
長
会
主
催
）
が
、
10
月
７

日
に
文
化
会
館
で
行
わ
れ
、
県
内
の
救
急

業
務
に
か
か
わ
る
関
係
者
約
３
０
０
人
が

参
加
し
、
救
命
率
向
上
に
つ
な
が
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
救
急
隊
員
セ
ミ
ナ
ー
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

救
急
活
動
に
お
け
る
症
例
や
体
験
等
の
研

究
成
果
を
披
露
し
て
、
医
療
関
係
者
か
ら

の
指
導
・
助
言
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、

救
急
隊
員
の
資
質
向
上
と
意
識
の
高
揚
を

図
り
、
救
急
業
務
の
円
滑
な
推
進
と
救
急

に
関
す
る
知
識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
開
会
式
で
は
、
中
嶋
誠
消
防
長
が
「
消

防
業
務
に
対
す
る
住
民
の
期
待
は
ま
す
ま

す
大
き
く
な
り
、
救
急
需
要
が
増
大
す
る

中
、
病
院
収
容
時
間
の
延
伸
へ
の
対
応
や

救
急
隊
員
教
育
体
制
と
い
っ
た
諸
課
題
に

も
対
処
す
る
必
要
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
す
る
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
。

　
基
調
講
演
で
は
、
秋
田
大
学
医
学
部
附

属
病
院
救
急
部
の
中
永
士
師
明
部
長
が

「
救
命
率
向
上
に
向
け
て
〜
最
近
の
救
急

医
療
」
と
題
し
て
、
最
新
の
救
急
医
療
を

取
り
巻
く
現
状
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
中
永
部
長
は
、
消
防
機
関
で

は
な
く
民
間
で
働
く
救
急
救
命
士
の
こ
と

を
取
り
上
げ
「
民
間
の
医
療
機
関
で
は
、

病
院
診
療
補
助
や
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
診
療
補

助
な
ど
に
救
急
救
命
士
を
活
用
で
き
る
ほ

か
、
民
間
救
急
会
社
や
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
、

旅
行
会
社
な
ど
の
需
要
も
あ
る
。
し
か
し
、

民
間
救
急
救
命
士
の
活
動
の
安
全
と
自
立

性
を
担
保
す
る
た
め
に
は
、
消
防
機
関
の

メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
体
制
と
途
切

れ
の
な
い
関
係
を
持
っ
た
病
院
前
救
護
統

括
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
や
、
救
急
救
命

士
の
事
故
発
生
時
の
対
応
と
医
療
保
障
体

制
を
図
る
な
ど
の
課
題
も
あ
る
」
な
ど
と

説
明
し
ま
し
た
。

第
23
回
秋
田
県
救
急
隊
員
セ
ミ
ナ
ー

救
命
率
の
向
上
を
目
指
し
て

▲ダム湖を活用した地域づくりについて意
見を交わした、みちのくダム湖サミット

▲米寿を代表して、津谷市長から祝品を受
け取る成田達雄さん（９月30日、鷹巣会場）

▲救命率の向上につながる取り組みを学ん
だ県救急隊員セミナー

▲余興の歌に手拍子で応える参加者
　　　　　　　　　（10月５日、阿仁会場）

◇
９
月
16
日
〜
10
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

９
月
19
日（
火
）

22
日（
金
）

23
日（
土
）

24
日（
日
）

25
日（
月
）

28
日（
木
）

30
日（
土
）

10
月
1
日（
日
）

２
日（
月
）

３
日（
火
）

４
日（
水
）

５
日（
木
）

６
日（
金
）

７
日（
土
）

８
日（
日
）

10
日（
火
）

11
日（
水
）

12
日（
木
）

13
日（
金
）

15
日（
日
） ▽

秋
田
北
鷹
高
校
弓
道
部
石
川
美
帆
選
手
愛
媛
国
体
優
勝
報
告（
本
庁
舎
）

▽
地
域
高
規
格
道
路
大
曲
鷹
巣
道
路
整
備
に
係
る
第
６
回
勉
強
会

（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

▽
鷹
巣
阿
仁
青
年
会
議
所
創
立
30
周
年
記
念
式
典（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）

▽
１
０
０
キ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン
後
夜
祭（
交
流
セ
ン
タ
ー
）

▽
ふ
る
さ
と
秋
田
ラ
ン
！
北
秋
田
市
選
手
団
壮
行
会（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）

▽
企
業
訪
問
等（
東
京
都
）▽
あ
き
た
リ
ッ
チ
セ
ミ
ナ
ー（
東
京
都
）

▽
鷹
巣
地
区
敬
老
式（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）▽
豪
風
旭
関
県
民
栄

誉
章
受
章
１
周
年
記
念
激
励
会（
秋
田
市
）

▽
警
察
犬
奥
羽
日
本
訓
練
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
決
定
競
技
会
開
会
式（
空

港
ふ
れ
あ
い
緑
地
）▽
能
代
市
役
所
庁
舎
完
成
記
念
式
典（
能
代
市
）

▽
新
舟
見
町
自
治
会
創
立
40
周
年
記
念
式
典（
鷹
巣
児
童
館
）

▽
北
秋
田
市
議
会
９
月
定
例
会
本
会
議（
議
事
堂
）

▽
森
吉
地
区
敬
老
式（
森
吉
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

▽
決
算
特
別
委
員
会
総
括
質
疑 

一
般
会
計
、特
別・企
業
会
計（
本
庁
舎
）

▽
阿
仁
地
区
敬
老
式（
阿
仁
公
民
館
）▽
伊
勢
堂
岱
遺
跡
整
備
検
討
委

員
会（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）

▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）▽
大
館
能
代
空
港
利
用
促
進
協
議
会 

企
業
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
集
い（
大
館
市
）

▽
合
川
地
区
敬
老
式（
合
川
体
育
館
）▽
第
23
回
秋
田
県
救
急
隊
員
セ

ミ
ナ
ー（
文
化
会
館
）

▽
第
30
回
東
京
鷹
巣
会
総
会（
東
京
都
）

▽
北
秋
田
市
議
会
９
月
定
例
会
本
会
議 

最
終
日（
議
事
堂
）▽
北
秋

田
市
議
会
全
員
協
議
会（
本
庁
舎
）▽
秋
田
犬
ツ
ー
リ
ズ
ム
枝
豆
加
工

品
に
係
る
意
見
交
換
会（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）

▽
大
館
北
秋
田
地
区
林
業
成
長
産
業
化
協
議
会
設
立
総
会（
大
館
市
）

▽
民
謡
民
舞
チ
ャ
リ
テ
ィ
発
表
会
実
行
委
員
会
寄
付
金
贈
呈（
本
庁
舎
）

▽
東
北
ダ
ム
事
業
促
進
連
絡
協
議
会
管
理
研
究
部
会
第
20
回
部
会
総

会（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）▽
第
９
回
み
ち
の
く
ダ
ム
湖
サ
ミ
ッ
ト

in
森
吉
山（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）

▽
森
吉
地
区
自
治
会
長
会 

市
長
と
の
意
見
交
換
会（
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

▽
全
市
一
斉
秋
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

あ
こ

な
か
え
は
じ
め


